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美浜町での暮らしを応援します‼
　町では、町内で暮らす住民の皆さんやこれから美浜町で暮らす予定の移住
者を対象にさまざまな支援を行っています。住宅の建設やリフォーム、引っ越
し、さらには奨学金の返済に係る支援まで幅広く実施していますので、ぜひご
活用ください。

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課
　　　　　　　　　移住定住・集落元気推進室(担当･市川)　☎32-6701

県外から移住した方を対象に
▶支援金の額

2人以上の世帯 50 万円

単身の世帯 30 万円

▶主な支援対象要件

(1)
年齢

 □ 45歳以下 (令和 4年 4月 1日時点 )である。

(2)
移住等

以下のすべての事項に該当すること。
 □ 住民票を移す直前に、5年以上連続して福井県
外に在住していた。

 □転入後3カ月以上1年以内の申請である。
 □5年以上継続して美浜町に居住する意思がある。

(3)
就業

以下のすべての事項に該当すること。
 □福井県内の就業場所に就業している。
 □ 週 20時間以上の無期雇用契約に基づいて就業
し、連続して3ヶ月以上在職している。

 □ 転勤や出向、出張、研修等による勤務地の変更
ではなく、新規の雇用である。

(4)
テレワーク

以下のすべての事項に該当すること。
 □ 所属企業等からの命令ではなく自己の意思によ
り移住し、美浜町を生活の本拠として移住元で
の業務を引き続き行っている。

 □ 地方創生テレワーク交付金を活用した取り組み
で、所属企業等から資金提供されていない。

(5)
起業

 □ 福井県のU・I ターン移住創業支援事業助成金
の交付決定を受けている。

(1)、(2)及び(3)～(5)のいずれかの要件を満たす方

U・Iターン移住就職等支援金U・Iターン移住就職等支援金
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東京圏から移住した方を対象に
▶支援金の額

2人以上の世帯100 万円

単身の世帯 万円

▶主な支援対象要件

(1)
移住等

以下のすべての事項に該当すること。
 □ 住民票を移す直前の10年間のうち、通算5年
以上かつ住民票を移す直前に連続して1年以上
東京23区内に在住または通勤 (※ )していた。

 □ 転入後 3カ月以上1年以内の申請である。
 □  5年以上継続して美浜町に居住する意思がある。

(2)
就業

以下のいずれかの事項に該当すること。
 □ 福井県の就職マッチングサイト ｢291JOBS｣
に移住支援金対象として掲載している法人に就
業している。

 □ プロフェッショナル人材事業、先導的人材マッ
チング事業を利用して就業している。

(3)
テレワーク

以下のすべての事項に該当すること。
 □ 所属企業等からの命令ではなく自己の意思によ
り移住し、美浜町を生活の本拠として移住元で
の業務を引き続き行っている。

 □ 地方創生テレワーク交付金を活用した取り組み
で、所属企業等から資金提供されていない。

(4)
関係人口

以下のすべての事項に該当すること。
 □ 福井県が関係人口拡大を目的として実施した事
業の参加者・利用者である。

 □美浜町を訪問し、移住に向けた現地活動を行った。
 □ 就業・自営業で自活できる程度の収入を得てい
るまたは得る見込みがある。

(5)
起業

 □ 福井県のU・I ターン移住創業支援事業助成金
の交付決定を受けている。

(1)及び(2)～(5)のいずれかの要件を満たす方

U・Iターン移住就職等支援金U・Iターン移住就職等支援金

▶主な補助対象者
□ 令和4年1月1日～令和5年3月31日までの間
に婚姻届が受理された夫婦。
□婚姻日において、夫婦ともに39歳以下である。
□前年の所得の合計が400万円未満の夫婦。
□ 申請時において、夫婦ともに対象住居に住民票
がある。
□2年以上継続して美浜町に居住する意思がある。

▶補助対象経費
令和4年1月1日から令和5年3月31日の間に支
払った住居費及び引越費用の合計額
□ 住居費
　 住宅の賃借費用のうち、敷金・礼金及び仲介
手数料。
□引越費用
　 引っ越しをする際に要した費用のうち、引越
業者または運送業者に支払った費用。　

結婚新生活支援事業

30万円までは対象経費の全額、30万円を超え
る分は対象経費の2分の1の額

▶補助金の額

最大40 万円を補助

Uターン者奨学金返還支援事業

奨学金返還残額の全額を対象に

最大150 万円を補助

▶補助金の額

▶主な補助対象要件

□独立行政法人日本学生支援機構の奨学金(第一種・第二種)を
　遅延なく返還している。
□美浜町出身(※)である。
□申請時点において、町内に住所を有し、居住している。
□大学卒業後、累計で10年以上町内に住所を有している。
□当該年度の4月1日時点で、35歳以下である。
□奨学金の返還を支援する別の制度を利用していない。

下記の要件をすべて満たす方

※大学等に就学するまでに、1年以上美浜町内に住所を有していた方

多世帯同居・近居住宅リフォーム支援事業

▶主な補助対象要件
□ 新たに町内で直系親族と多世帯同居または近居
するために、自ら所有する住宅を改修する方。
　(すでに多世帯同居または近居している場合は、
　 それを開始してから6カ月以内の方に限る)
□ 住宅のリフォームに要する経費が30万円以上で
ある。

▶補助対象工事
　□間取りの変更工事
　□増築工事
　□バリアフリー改修工事
　□設備の改修工事

住宅のリフォームに要する経費の2分の1の額
▶補助金の額

最大100 万円を補助

▶申請等の期限
申請期限は9月30日とし、当該年度の3月1日ま
でに補助対象工事及び工事に係る支払いを完了
してください。なお、補助金の交付を受けるまで
は、補助対象工事に着手しないでください。

若者夫婦世帯等定住促進家賃補助金

▶主な補助対象要件
□ 民間賃貸住宅(※1)に入居後、1年以内の世帯。
□ 若者夫婦世帯(※2)または子育て世帯(※3)。
□ 前年の収入合計が、960万円以下の世帯。
□町内に2年以上継続して定住すること。
□世帯員が町内に所有する住宅がないこと。
※1  公的賃貸住宅、事業主から貸与を受けた住宅、3親等

内の親族が所有する住宅等は除く。

※2 ともに39歳以下の夫婦が同居している世帯。

※3 15歳以下の子どもと生計を一にし、同居している世帯。

　民間賃貸住宅の家賃月額の3分の1の額
▶補助金の額

最大48 万円を補助
(月額2万円×24カ月)

多世帯同居・近居住宅取得支援事業

住宅の建設・購入に要する経費の100分の5の額

最大100 万円を補助

▶補助金の額

▶主な補助対象要件
□ 新たに町内で直系親族と多世帯同居または近
居するために、住宅を建設する方または当該年
度の4月1日以降に住宅を購入する方。
□ 住宅の建設・購入に要する経費が500万円以
上である。

▶申請等の期限
□ 住宅の建設補助の申請期限は9月30日とし、
当該年度の3月1日までに建設工事及び当該工
事に係る支払いを完了してください。なお、補
助金の交付決定を受けるまでは建設工事に着
手しないでください。
□住宅の購入補助の申請期限は11月30日です。

ホームページ
はこちら

★各事業には、記載以外の要件もありますので、詳しくは美浜町HPをご確認ください。

※ 東京圏(東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県)からの通勤
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土木建築課 (にぎわい拠点整備室 )

エネルギー政策課 (防災・原子力対策室 )

まちづくり推進課
(情報化推進室、移住定住・集落元気推進室)

教育委員会事務局

健康福祉課 (地域包括支援センター )

観光戦略課

産業振興課 (産業連携推進室 )

住民環境課

税務課

出納室
風除室

 EV

町民プラザ

正面玄関

1 階

2階
総務課町長室 副町長室第1応接室

201
会議室

202
会議室

教
育
長
室

101会議室

第2
応接室

美浜町役場 庁舎見取り図

 EV

※改編した部署を赤字で表記
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役場の組織が変わりました役場の組織が変わりました
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美浜町防災アプリをご利用ください
　防災情報伝達の多様化･多重化を図るため、美浜町防災アプリを運用しています。防災アプリでは、
防災情報や生活に関わる緊急情報、おくやみ情報等の町からのお知らせのほか、消防からの情報、区･
自治会からのお知らせ等が配信されます。
　お手持ちのスマートフォンにダウンロードしていただき、ぜひご利用ください。

■配信する情報
●緊急･防災情報 (自然災害や火災、防災情報等 )
● 生活情報 (断水や停電、コミュニティバス運休
情報等 )
●おくやみ情報
● その他情報 (学校 ･保育園や区･自治会からの
お知らせ等 )
●メールマガジン (毎月第2・第4水曜日配信 )

■アプリの特徴
●重要な情報を見逃さないようプッシュ通知でお知らせ
● 町外でも情報を取得可能
●区･自治会からのお知らせ機能を搭載
● 気象情報や避難所情報も取得可能

App Store
からダウンロード

■ i Phoneの方は
Google Play
からダウンロード

■Android の方は
■ダウンロード
　はこちら

戸別受信機の返却・設定変更について
　町では、防災情報伝達の多重化を図るため、戸別受信機を導入し、希望者
へ無償貸与しています。
　町外への転出や町内で転居する際は、戸別受信機の返却や設定の変更が
必要となりますので、町エネルギー政策課へご連絡ください。

貸与の対象者

町内に住所を有し、居住している世帯の世帯主(1世帯につき1台)

放送内容

●緊急･防災情報 (自然災害や火災、防災情報等 )

● 生活情報 (断水や停電、コミュニティバス運休情報等 )

●おくやみ情報

● その他情報(学校･保育園や区･自治会からのお知らせ等)

その他

●町外へ転出される場合は、町エネルギー政策課へ返却してください。

● 町内で地区をまたいだ転居をする場合は、設定変更が必要となりますので、

町エネルギー政策課へご連絡ください。

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課 (担当･三田)　☎32-6716

町外への転出・町内での転居をされる方へ

↑戸別受信機

1,500

突 破
ダウンロード
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月
30
日
に
、
第
33
回

　
　
　

全
国
高
等
学
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会
に
出
場
さ
れ
た

美
方
高
校
と
敦
賀
工
業
高
校

ボ
ー
ト
部
の
優
勝
報
告
会
が

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
3
月
19
日
か

ら
21
日
に
か
け
て
静
岡
県
浜
松

市
の
天
竜
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
、
男
女
で
6
種
目
の
う

ち
3
種
目
で
、
美
方
高
校
と
敦

賀
工
業
高
校
の
ク
ル
ー
が
優
勝

3

美方高校・敦賀工業高校ボート部　3クルーが優勝

■ お問い合わせ先
　町教育委員会事務局
　(担当･荒木)
　　　　☎32‐6708

男子舵手付きクォドルプル決勝

着順 クルー名 2000m

優勝 敦賀工業高校 (福井 ) 6:46.83

2 位 関西高校 (岡山 ) 6:49.04

3 位 京都工学院高校 (京都 ) 6:56.16

4 位 今治西高校 (愛媛 ) 7:00.85

5 位 宇和島東高校 (愛媛 ) 7:03.03

6 位 美方高校 (福井 ) 7:07.85

女子舵手付きクォドルプル決勝

着順 クルー名 2000m

優勝 美方高校 (福井 ) 7:37.73

2 位 加茂高校 (岐阜 ) 7:47.18

3 位 横浜商業高校 (神奈川 ) 7:52.67

4 位 熊本学園大学付属高校(熊本) 7:56.67

5 位 済々黌高校 (熊本 ) 7:59.11

6 位 今治南高校 (愛媛 ) 8:05.76

男子ダブルスカル決勝

着順 クルー名 2000m

優勝 美方高校 (福井 ) 6:52.29

2 位 今治北高校 (愛媛 ) 6:58.46

3 位 八百津高校 (岐阜 ) 7:03.06

4 位 相可高校 (三重 ) 7:05.52

5 位 石巻高校 (宮城 ) 7:09.13

6 位 米子工業高校 (鳥取 ) 7:12.43

全国高等学校選抜ボート大会 優勝報告会

美浜町のニュース

MIHAMA NEWS
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公共交通から
　　環境を考えよう

↑優勝報告に訪れた美方高校と敦賀工業高校ボート部の皆さん

■
昭
和
32
年
12
月
11
日
生(

64
歳)

◇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

西
村
正
樹
氏
が

　
　
　
副
町
長
に
再
任

■
経
歴

　

昭
和
56
年
10
月
か
ら
、
美
浜
町
役
場
に
職
員
と
し
て

奉
職
。
健
康
福
祉
課
長
、
企
画
政
策
課
長
、
総
務
課
長
を

歴
任
し
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
副
町
長
を
務
め
る
。

　新年度が始まりました。新たな学校や職場等、環境が変わり、通学や通勤手
段が変わる人が多い時期です。その手段の中で、近距離は徒歩や自転車、中・
長距離は一人当たりの二酸化炭素排出量が少ない電車やバス等の公共交通を使
い分けることが、環境への負荷を減らす上で重要です。
　今月号では、町が運営する環境にやさしいコミュニティバスについて紹介し
ます。

環
境
に
配
慮
し
た
運
行
形
態

　

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
形

態
は
、
通
学
や
通
院
等
の
利
用
者
の
多
い

朝
夕
の
時
間
帯
を
運
行
す
る｢

定
期
便｣

と
、
利
用
者
の
少
な
い
時
間
帯
を
運
行
す

る｢

予
約
便｣

の
2
つ
の
方
式
が
あ
り
ま

す
。
予
約
便
で
は
、
事
前
予
約
の
あ
っ
た

バ
ス
停
の
み
を
経
由
し
て
運
行
す
る
た

め
、
燃
料
の
消
費
を
抑
え
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
を
大
き
く
削
減
で
き
ま
す
。
予
約

便
の
利
用
に
は
、
利
用
者
登
録
や
乗
車
1

時
間
前
ま
で
の
事
前
予
約
が
必
要
で
す

が
、
効
率
的
で
環
境
に
や
さ
し
い
予
約
便

の
利
用
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
も
環
境
に
意

識
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
得
に
乗
れ
る

　
　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
制
度

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
料
金
は
、

大
人(

中
学
生
以
上)

３
０
０
円
で
、

1
カ
月(

平
日
の
み)

利
用
す
る
と
約

１
２
，０
０
０
円
か
か
り
ま
す
が
、
町
で

は
利
用
頻
度
が
高
い
方
も
低
い
方
も
お
得

に
乗
れ
る
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
頻
度
が
高
い
方
に
は｢

定
期
券｣

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
定
期
券
に
は
普

通･

学
生･

シ
ル
バ
ー
パ
ス(

65
歳
以
上)

の
3
区
分
が
あ
り
、
ど
の
区
分
の
方
が
購

入
さ
れ
て
も
1
カ
月
に
か
か
る
費
用
が
半

額
程
度
と
な
る
た
め
、
通
学･

通
院
等
で

バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
に
お
勧
め
で
す
。

　

反
対
に
、
バ
ス
の
利
用
頻
度
が
低
い
方

に
は｢

回
数
券｣

を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

回
数
券
は
、
１
０
０
円
分
の
券
が
綴
ら
れ

て
お
り
、
6
枚
1
セ
ッ
ト
で
５
０
０
円
の

も
の
と
12
枚
1
セ
ッ
ト
で
１
，０
０
０
円

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
回
数
券
は
ど
な
た

で
も
利
用
可
能
で
、
現
金
で
支
払
う
よ
り

※
お
問
い
合
わ
せ
先

町
住
民
環
境
課(

担
当･

武
田
）

☎
32
‐
６
７
０
３

高
齢
者
の
免
許
自
主
返
納
を
支
援

　

町
で
は
、
65
歳
以
上
の
運
転
者
を
対
象

と
し
た
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
免
許
返
納
さ
れ
た
方
に

は
、
免
許
有
効
期
限(

※)

ま
で
利
用
で

き
る
美
浜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
定
期

券
と
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券
2
万

円
分
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
に
不
安
を
感
じ
る
高
齢
者
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
免
許
返
納
に
つ
い
て
考

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
今
年
度
、
人
や
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
美
浜
町
地
域

公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
よ
り
良

い
公
共
交
通
と
な
る
よ
う
、
み
ん
な
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

(

※)

有
効
期
限
が
1
年
未
満
の
場
合
は
1
年
間

定
期
便

予
約
便

出
発
地

目
的
地

停
留
所

停
留
所
… …

目的地までの

各バス停を経由

予約があったバス停のみを経由します。

他に予約が無ければ目的地まで直行する

ため、経路が短縮され、燃料の消費が抑

えられます。

も
安
く
利
用
期
限
も
な
い
た
め
、
い
ざ
使

う
と
き
に
備
え
て
ご
家
庭
に
1
セ
ッ
ト
購

入
し
て
お
い
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

種類 場所

定
期
券

･町住民環境課
･佐田出張所
･美浜自動車㈱
　(美浜駅前)

回
数
券

･町住民環境課
･佐田出張所
･美浜自動車㈱
･コミュニティバス車内

定期券及び回数券の販売場所

み
ん
な
で
よ
り
良
い

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

■
あ
い
さ
つ

3
月
の
町
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
選
考
同
意

を
賜
り
、
4
月
1
日
付
け
で
引
き
続
き
副
町
長
の
職
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
美
浜
町
の
振
興
発
展
の
た
め
、
引

き
続
き
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は｢

一
艇
あ
り
て
一
人
な
し｣

と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、
究
極
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
求
め
ら
れ
る
ボ
ー
ト
競
技
の
本
質
を
表
し
て
い
る

言
葉
で
す
。
ボ
ー
ト
は
、
1
人
が
頑
張
っ
て
も
早
く
進
ま

ず
、
全
員
の
呼
吸
が
1
つ
に
な
っ
た
と
き
、
初
め
て
湖
面

を
滑
る
よ
う
に
進
み
ま
す
。
仕
事
も
同
じ

よ
う
に
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
れ
ば
、
大

き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

｢

戸
嶋
町
政
の
進
展｣

と｢

地
域
愛

あ
ふ
れ
る
美
し
美
浜
の
創
造｣

の
た
め
、

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

女子ダブルスカル決勝

着順 クルー名 2000m

優勝 松山東高校 (愛媛 ) 8:09.71

2 位 鳥取城北高校 (鳥取 ) 8:18.59

3 位 美方高校 (福井 ) 8:19.25

4 位 今治西高校 (愛媛 ) 8:27.41

5 位 加茂高校 (岐阜 ) 8:30.46

6 位 岡谷南高校 (長野 ) 8:38.59

女子シングルスカル決勝

着順 クルー名 2000m

優勝 高橋 (浜松北：静岡 ) 8:25.65

2 位 東野 (若狭東：福井 ) 8:29.09

3 位 兵頭 (宇和島東：愛媛 ) 8:34.26

4 位 杉原 (米子西：鳥取 ) 8:42.46

5 位 中村 (美方：福井 ) 8:50.52

6 位 谷口 (備前緑陽：岡山 ) 8:54.72

西
にしむら

村 正
まさ き

樹

を
収
め
ま
し
た
。

　

男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
に
出
場
し
、
初
優
勝
を

果
た
し
た
敦
賀
工
業
高
校

の
志
賀
充
真
さ
ん(

日
向)

は

｢

自
分
の
周
り
で
優
勝
し
て
い

る
ラ
イ
バ
ル
た
ち
に
少
し
は

近
づ
け
た
と
思
っ
て
い
る
。

レ
ー
ス
は
予
定
通
り
で
は
な

か
っ
た
が
、
優
勝
で
き
て
よ

か
っ
た｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第26回定期検査中(令和3年10月23日～)

美
浜
発
電
所
1
・
2
号
機
の
廃
止

措
置
計
画
変
更
認
可
に
つ
い
て

　

美
浜
発
電
所
1
・
2
号
機
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
3
月
に
廃
炉
を
決
定
し
、

平
成
29
年
4
月
に
廃
止
措
置
計
画
の
認

可
を
受
け
、
同
年
8
月
か
ら
廃
止
措
置

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
、
２
０
４
５
年
度
の
完
了
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
約
30
年
の
全
体
工

程
を
4
段
階
に
区
分
し
、
段
階
的
に
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
第
1
段
階

(

解
体
準
備)

で
は
、
①
系
統
除
染
、
②

残
存
放
射
能
調
査
を
完
了
、
③
2
次
系

設
備
の
解
体
撤
去
、
④
新
燃
料
の
搬
出

に
着
手
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
4
年
度
か
ら
は
、
原
子
炉
周
辺

設
備
の
解
体
撤
去
等
を
行
う
第
二
段
階

に
移
行
し
て
い
ま
す
。

工事名
工程

H29 H30 R元 R2 R3

①系統除染

②残存放射能調査

③2次系設備の
　解体撤去(継続)

④新燃料の搬出
　(継続 )

【第 1段階の作業実績】

①
系
統
除
染

　

機
器
解
体
時
の
作
業
員
の
被
ば
く
低

減
を
図
る
た
め
、
原
子
炉
や
配
管
等
の

内
部
に
付
着
し
た
放
射
性
物
質
を
取
り

除
く
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
子
炉
内
で
熱
せ
ら
れ
た
水
が
通
る

1
次
系
の
系
統
に
化
学
薬
品
を
循
環
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
配
管
内
部
に
付
着

し
た
放
射
性
物
質
を
除
去
し
、
作
業
前

と
比
べ
、
放
射
線
量
が
約
30
分
の
1
ま

で
低
減
さ
れ
ま
し
た
。

②
残
存
放
射
能
調
査

　

原
子
炉
周
辺
設
備
の
解
体
を
行
う
に
あ

た
り
、
作
業
員
と
周
辺
環
境
の
被
ば
く
低

減
を
考
慮
し
た
適
切
な
解
体
工
法
及
び
解

体
手
順
等
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
子
炉
容
器
外
の
線
量
測
定
や
原
子
炉

容
器
内
外
の
試
料
採
取
・
分
析
を
行
い
、

残
存
す
る
放
射
能
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑原子炉容器内の試料採取の様子

③
2
次
系
設
備
の
解
体
撤
去(

継
続)

　

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
な
い

タ
ー
ビ
ン
建
屋
内
機
器(

タ
ー
ビ
ン
や
復

水
器
、
給
水
加
熱
器
等)

の
解
体
撤
去
作

業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
新
燃
料
の
搬
出(

継
続)

　

美
浜
発
電
所
に
保
管
し
て
い
た
新
燃
料

の
一
部
を
ア
メ
リ
カ
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
燃

料
加
工
メ
ー
カ
ー
に
搬
出
し
、
新
た
に
製

造
す
る
燃
料
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

5　原子力発電所の廃止措置と解体廃棄物

■ 原子力発電所の廃止措置
運転を終了した原子力発電所を解体・撤去し、廃棄物の処理処分と跡地を有効利用するための作業を行うことを

「廃止措置」といいます。
運転期間を終えた原子力発電所は、まず、使用済燃料を取り出し、化学薬品などを使って、配管や原子炉圧力
容器内面に付着している放射性物質を除去します。その後、5～10年放射能が弱まるの待ち、建屋内部の配管や
容器などを解体・撤去します。建屋内部の放射性物質を除去した上で、通常のビルなどと同様に建屋の解体工事を
行います。

■ 美浜発電所の廃止措置の状況
美浜発電所1、 2号機では平成 29年 4月に廃止措置計画の認可を受け、平成 29年 8月から廃止措置工事

が進められています。工事は、工程を大きく4段階に分け、約 30年をかけて実施し、2045年の廃止措置完了を
予定しています。

美浜発電所1、2号機　廃止措置計画の概要

32
新たに着任された
原子力規制委員会　原子力規制庁
美浜原子力規制事務所

飯
いさかり

盛 康
やすひろ

博 氏副所長

【
第
1
段
階
の
作
業
内
容
】

■美浜発電所1・2号機　廃止措置計画の概要

↑タービン解体の様子

　このたび、美浜原子力規制事務所に副所長

として着任しました飯盛康博です。

　今まで、東日本大震災直後の女川原子力規

制事務所や横須賀原子力規制事務所の勤務を

通じて、原子力安全や地域の原子力防災の大

切さを感じてきたところです。

　美浜原子力規制事務所におきましても、こ

れらの経験を生かして、住民の方々が安全に、

安心して暮らせるように、美浜町等の自治体

の方々とも連携し、貢献していきたいと考え

ています。

　今後ともよろしくお願いします。
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〒 919-1192　美浜町郷市25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

※お問い合わせ先　　町住民環境課 (担当・田辺憲虎 )☎ 32‐6703

　令和4年度の狂犬病の予防集合注射を次の日程
で行います。犬を飼っている方は、「狂犬病の予防
注射」を最寄りの会場で受けてください。
　当日都合の悪い方は、年度内に動物病院で狂犬
病予防注射を必ず受けてください。狂犬病予防注
射は、法律により 1年に 1回接種しなければな
りません。
　飼い犬の登録をしていない方は、集合注射会場
または町住民環境課、動物病院に印鑑を持参し、
飼い犬の登録をしてください。登録は、生涯に１
度ですので、既に登録済みの方は予防注射のみ受
けてください。
　また、飼い犬が死亡したり、飼い主や住所等に
変更があった場合は、町住民環境課に届け出をお
願いします。

会　場 時　間

すがはま生協  9:30 ～ 9:37

北田集落センター  9:45 ～ 9:50

佐田公民館   9:55 ～10:05

農村婦人の家(山上) 10:10 ～10:17

坂尻消防小屋前   10:25 ～10:30

安江集会所 10:40 ～10:45

新庄山村開発センター 10:55 ～11:05

上野生活改善センター 11:15 ～11:25

木野担い手センター 11:35 ～11:42

町役場前 13:10 ～13:30

大藪生活改善センター 13:45 ～13:50 

日向バス停 14:00 ～14:13

久々子生活改善センター 14:27 ～14:35

体育センター 14:45 ～14:55

区　分 料　金

犬の登録手数料 3,000円

予防注射料金 2,750円

注射済票交付手数料 550円

合　　計 6,300円

区　分 料　金

予防注射料金 2,750円

注射済票交付手数料 550円

合　　計 3,300円

■ 接種日時･場所

▼注射のみの場合

▼新規登録の場合

※お釣りがないようご協力をお願いします。

狂犬病予防注射
令和4年度

の日程をお知らせします

※ 会場には、予定時間より早めにお集まりいただく
ようお願いします。

※新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、実施を延期する可能性がございます。

5月12日(木)

※お問い合わせ先 町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・三田) ☎32‐6716

実 施 日 時 情報伝達手段 放 送 内 容

5月18日(水)

午前11時頃
屋外スピーカー

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

<チャイム>

｢これは、Jアラートのテストです。｣　(3回)

こちらは、防災美浜町です。

　

町
で
は
、
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

に

つ
い
て
、
身
体
障
が
い
者
の
方
等
に
対
す

る
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

・
障
が
い
者
が
所
有
す
る
車
両

・
18
歳
未
満
の
障
が
い
者
の
た
め
に
、
生
計

  

を
一
に
す
る
者
が
所
有
し
運
転
す
る
車
両

・
そ
の
構
造
が
専
ら
障
が
い
者
等
の
利
用

  

に
供
す
る
た
め
の
車
両(

車
椅
子
移
動

  

車
等)

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の

減
免
申
請
に
つ
い
て

●

該
当
車
両

※
軽
自
動
車･

普
通
車
合
わ
せ
て
1
人
1

台
の
み
対
象
の
た
め
、
普
通
車
や
別
の

軽
自
動
車
で
、
す
で
に
減
免
を
受
け
て

い
る
方
は
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
者
の
等
級

に
は
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

●

申
請
に
必
要
な
も
の

①
納
税
通
知
書

※
5
月
中
旬
発
送
予
定

②
車
検
証

③
運
転
免
許
証

④
身
体
障
害
者
等
手
帳

●

申
請
期
限

5
月
24
日(

火)

ま
で

※
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
納
期
限

7
日
前
ま
で

　
　

町
税
務
課(

担
当･

田
邊)

☎
32
‐
６
７
０
２

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

お
持
ち
で
す
か

　
　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

石
井)

☎
32
‐
６
７
０
３

問
　

後
期
高
齢
者
の
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
、
福
井
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
交
付
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

・
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類
と
し
て
使

え
ま
す
。

・
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

(

病
院
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す)

●

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
で
き
る
こ
と

①
役
場
窓
口
で
申
請
を
サ
ポ
ー
ト

　

交
付
申
請
書
と
本
人
確
認
書
類(

免
許

　

証
等)

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
申
請
時
来
庁
方
式
で
取
得

必
ず
本
人
が
来
庁
し
、
申
請
時
に
窓
口

で
手
続
き
を
行
う
と
、
暗
証
番
号
設
定

済
み
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
本
人

限
定
受
取
郵
便
ま
た
は
簡
易
書
留
に
よ

り
自
宅
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
無
料
で
写
真
撮
影
し
、
簡
単

に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

美
し
美
浜
の
地
域
愛
活
動
を
行
う

団
体
を
表
彰
し
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課(

担
当
・
山
本)

　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
１

問
　

町
で
は
、
町
民
の
地
域
を
愛
す
る
気
持

ち
の
醸
成
を
目
的
に
、
社
会
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
る
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

・
町
内
に
お
い
て
、
自
発
的
に
社
会
貢
献

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

・
町
内
に
お
け
る
活
動
を
概
ね
３
年
以
上

継
続
し
、
今
後
よ
り
一
層
の
活
動
が
見

込
ま
れ
る
団
体

●

表
彰
基
準

　

表
彰
基
準
を
満
た
す
団
体
が
あ
る
と
き

は
、
町
民
や
町
内
団
体
、
行
政
等
が
推
薦

書
に
よ
り
推
薦
し
ま
す
。

●

推
薦
方
法

・
推
薦
書
の
提
出

　

▼
8
月
31
日(

水)

・
表
彰
審
査
委
員
会

　

▼
9
月
〜
10
月

・
表
彰
式

　

▼
11
月
頃

●

表
彰
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

※
推
薦
書
の
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

※
表
彰
を
公
正
か
つ
適
正
に
行
う
た
め
、

表
彰
審
査
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

事
業
所
に
直
接
相
談
し
に
く
い
場
合
や

事
業
所
と
の
話
し
合
い
で
解
決
で
き
な

か
っ
た
場
合
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

●

相
談
時
間

　
　

福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
‐
24
‐
２
３
４
７

問
・
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
訪
問
時
間
を
守
っ
て

ほ
し
い

・
施
設
で
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
し
て

ほ
し
い

・
職
員
の
言
葉
や
態
度
に
不
愉
快
な
思
い

を
し
た

・
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
契
約
と
違
う

●

相
談
内
容
例
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イ
ベ
ン
ト･

行
事

5
月
8
日(

日)

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●

交
通
規
制
日
時

●

区
間

丹
生
〜
佐
田
交
差
点

東美浜駅
国道27号

梅街道

佐田交差点

菅浜

竹波

マラソン会場
(丹生)

●●

県
道
竹
波

県
道
竹
波･･

立
石
立
石･･

縄
間
線

縄
間
線

●●

県
道
佐
田

県
道
佐
田･･

竹
波
竹
波･･

敦
賀
線

敦
賀
線

【
全
面
通
行
止
区
間
】

【
全
面
通
行
止
区
間
】

●●

町
道
北
田
線

町
道
北
田
線･･

北
田
北
田
33
号
線
号
線

●●

町
道
丹
生
線

町
道
丹
生
線

●●

町
道
北
田

町
道
北
田･･

菅
浜
線

菅
浜
線

※お問い合わせ先　 町住民環境課 (担当 ･志賀 ) ☎ 32‐6703

連休中のごみ収集･受け入れのお知らせ

ごみ収集
敦賀市清掃センター
への持ち込み

4
月

28日(木)
通常どおり収集

午前8時30分～午後4時30分

29日(金)

午前8時30分～正午30日(土)
×

5
月

1日(日)

2日(月) 通常どおり収集 午前8時30分～午後4時30分

3日(火) ×

×

4日(水)

×
資源ごみ、埋立ごみ、ビン、水銀
含有ごみが収集日になってい
る集落は、5月9日(月)に振り
替えて収集します。

5日(木)

×
※古紙・古布は収集します。
資源ごみ、埋立ごみ、ビン、水銀
含有ごみが収集日になってい
る集落は、5月10日(火)に振り
替えて収集します。

6日(金) 通常どおり収集 午前8時30分～午後4時30分

■ 敦賀市清掃センターの
　受け入れについて

午前8時 30分～午後4時 30分
( すべてのごみ )

◎平日

◎土日祝日
午前8時 30分～正午
(すべてのごみ )

※   12 月 29日、30日は
　 午前 8時 30分～午後3時

◎休業日
第3日曜日、5月 3日～ 5日、
12月 31日～ 1月 3日

■連休中のごみ収集 ･持ち込み

令和 4 年 美浜町区長名簿
　令和4年の各区長 ･自治会長は、次の方々です。(敬称略 )

行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名 行政区名 氏　　名

早　瀬 玉　井　武　志 和　田 早　川　芳　昭 小　倉 牧　田　茂　男

笹　田 田　辺　　　正 木　野 大　同　一　史 栄 仲　島　太　一

日　向 中　村　和　弘 佐　柿 小　畑　陽　一 坂　尻 和多田　文　雄

気　山 清　水　好　典 麻　生 窪　　　安　和 山　上 石　丸　好　通

大　薮 山　口　健　一 中　寺 大　野　範　夫 太　田 山　口　直　幸

金　山 中　村　忠　弘 宮　代 藤　長　和　哉 佐　田 辻　井　雅　之

久　保 國　立　英　之 小三ヶ 安　井　博　則 北　田 野　崎　廣　一

郷　市 三　好　　　隆 新　庄 髙　木　　　剛 菅　浜 彦　惣　弘　明

松　原 武　長　善　明 野　口 福　田　直　規 竹　波 澤　田　忠　義

久々子 柴　田　利　郎 佐　野 寺　尾　誠　一 丹　生 板　谷　英　樹

矢　筈 永　井　賢　吾 上　野 野　崎　伸　一 けやき台 大鋸谷　将　樹

河原市 木　野　　　隆 興道寺 鳥　居　辰　雄 美し野(※) 三　島　　　渉

南　市 竹　本　三代一 雲　谷 中　村　俊　彦

※お問い合わせ先　 町総務課 (担当 ･浜野 ) ☎ 32‐6700

※お問い合わせ先 町まちづくり推進課 (担当・後藤 )☎ 32‐6701

がんばる｢美浜人｣を応援します

募
集･

申
請
等

第
34
回
美
浜
・
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

美
浜
・
五
木
ひ
ろ
し
ふ
る
さ
と

　
　
　
　

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

(

町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

担
当･

大
同
／
今
安)

☎
32
‐
６
７
０
８

問

日
本
赤
十
字
社
業
務
功
労
表
彰
を

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
表
彰
は
、
日
本
赤
十
字
社
奉
仕
団

の
方
を
対
象
に
、
長
年
の
奉
仕
団
活
動
へ

の
功
労
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
防
災
訓

練
で
の
炊
き
出
し
や
町
内
外
で
の
救
急
法

講
習
会
等
、
長
年
に
わ
た
り
奉
仕
団
活
動

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
金
色
有
功
章(

40
年
以
上)

　

池
田　

晶
氏(

佐
田)

▼
金
色
有
功
章(

35
年
以
上)

　

玉
井　

康
弘
氏(

久
々
子(

福
井
市
在
住))

▼
金
枠
感
謝
状(

14
年
以
上)

　

小
刀　

康
子
氏(

久
々
子)

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

真
田)

☎
32
‐
６
７
０
４

問
　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

　町では、町民一人ひとりの知恵と発想を最大限に生かし、活発なコミュニケーションを通じて、

地域が自立的に個性と魅力のあるまちづくりを行う団体に対して補助を行います。

■対象団体
町内で活動している、主に町民で
構成される団体
※構成員が 3人以上で、　2分の 1以上
が町民であること

■対象となる事業
地域の活性化、ブランド力の強
化または地域の実情を踏まえた
課題の解決に資するもので、資
金の使途が明確で収支計画を含
む事業計画の実効性が高い事業
■補助額
補助対象経費の5分の4以内
※限度額は1団体あたり 40 万円まで

■その他
申請書類等については、町ＨＰ
をご覧いただくか、お問い合わ
せください。

◎久々子楽農クラブ

高齢者がいきいきとした
日々を過ごすため、休耕田
を活用して畑作を行い、作
物の販売によって収益を得
ることや子どもたちとのイ
ベントを通して、生きがい
づくりと世代間交流を図り
ました。

◎遊 viva 美浜実行委員会

「自分の好きな仕事や得意
なことが将来の起業や夢の
きっかけとなる ｣ということ
を子どもや子育て世代の方
に伝えたいという思いから、
楽しみながら体験できる「遊
Viva 美浜」というイベント
を企画・開催しました。

秋に開催された収穫祭 遊 viva 美浜のモルック体験

■補助金採択団体
令和3年度に採択された団体の活動を一部紹介します。

※4月1日付けで美し野区が設立されました。

■審査会の時期(予定)
5月、7月、9月
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園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘
の
催
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
植
え
付
け
体
験

5
月
3
日(

火
・
祝)

・

　
　
　
　
　

4
日(

水
・
祝)

両
日
と
も
に
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
ま
で
の
間
で
随
時

●

日
　
時

●

費
　
用

５
０
０
円

●

申
　
込

予
約
不
要(

当
日
受
付)

　

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
苗
を
ポ
ッ
ト
に

植
え
付
け
ま
す
。

問
　
　

福
井
県
園
芸
体
験
施
設

　
　
　
　
　
　
　

(

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘)

☎
47
‐
６
１
６
２

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
行
う
ほ
か
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー(

千
日
紅)

ガ
ー
デ
ン
オ
ー
ナ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
約
が
必
要
と
な
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
は
、
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ(

47
‐
６
１
６
３)

ま
た
は
メ
ー

ル(en
gei-ken

@
p
ref.fu

ku
i.lg.jp

)

で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

定
　
員

各
日
先
着
20
名

◆
綿
を
プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
よ
う

5
月
4
日(

水
・
祝)

・

　
　
　
　
　

5
日(

木
・
祝)

両
日
と
も
に
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
ま
で
の
間
で
随
時

●

日
　
時

●

費
　
用

７
０
０
円

●

申
　
込

予
約
不
要(

当
日
受
付)

　

綿
の
種
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ま
い
て
、
自

宅
で
育
て
て
も
ら
い
ま
す
。

空
家
の
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
・

家
財
処
分
等
を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
空
家
の
利
活
用
や
老
朽
危
険

空
家
の
解
体
を
促
進
す
る
た
め
、
町
内
の

空
家
の
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
家
財
処
分

等
を
支
援
し
ま
す
。

●

支
援
内
容

①
空
家
の
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム

　

▼
空
家
を
購
入
も
し
く
は
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
方
に
そ
の
経
費
の
2
分
の
1
を

補
助(

上
限
１
０
０
万
円)

②
空
家
の
賃
貸

　

▼
賃
貸
に
係
る
月
額
家
賃
の
2
分
の
1

　
　

を
補
助(

上
限
2
万
円)

③
空
家
の
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
利
用

　

▼
管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
料
の
3
分
の
2

　
　

を
補
助(

上
限
3
万
6
千
円
／
年)

④
空
家
の
家
財
処
分

　

▼
家
財
処
分
に
要
す
る
経
費
の
3
分
2

を
補
助(

上
限
10
万
円)

⑤
空
家
の
除
却

　

▼
老
朽
危
険
空
家
等
の
解
体
撤
去
に
要

す
る
費
用
の
3
分
の
1
を
補
助

　
　

(

上
限
50
万
円)

　

各
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

除
却
に
関
す
る
こ
と

　
　

町
土
木
建
築
課(

担
当
・
畠
中)

　
　

そ
の
他
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

　
　

町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　

移
住
定
住
・
集
落
元
気
推
進
室

　
　

(

担
当
・
市
川)

☎
32
‐
６
７
０
１

問

検査の種類 募集人数 助成限度額

PET‐CT検査(ほぼ全身のがんの発見に有効) 20人 29,000円

心臓ドック(心筋梗塞等の早期発見に有効) 5人 18,000円

脳ドック(脳梗塞等の早期発見に有効) 20人 16,000円

■助成内容

■申請手続 ①検査を受ける医療･検診機関の検査料金を事前にお調べください。

②印鑑と保険証を持参し、町健康福祉課窓口で申請書に必要事項をご記入ください。

■助成期限 令和5年2月28日(火)までに請求してください。

・定員に達した時点で、募集を締め切ります。

・ 国民健康保険に加入されている方で、脳ドックの助成を受けられる予定の方は、町住民

環境課の脳ドック助成を優先的にご利用ください。(広報みはま 令和4年4月号参照)

■注意事項

■対象者 ・ 令和4年度中に、50歳～74歳になる方で、本町に1年以上前から住所を有する方。

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

・各種医療保険の被保険者、被扶養者。(医療保険制度の医療保険各法)

・町税等を完納している方。(世帯員全員)

・医療･検診機関で受診した検査料金の約3分の1を助成します。

・ 検査を複数受診した場合でも、それぞれの検査の助成限度額の範囲内で助成を受けられます。

(ただし、重複する検査項目分の料金は、助成対象にならない場合があります。)

※お問い合わせ先 町健康福祉課 (担当・津原 )☎ 32‐6704

　(申請日を基準とし、助成金の請求日まで引き続き本町の住民であること)

PET-CT検査、心臓･脳ドックの検査費用を助成します

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆｢

産
後
マ
マ
の
た
め
の
骨
盤
体
操｣

5
月
17
日(

火)
午
前
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時
〜
11
時
30
分

●

日
　
時

●

対
　
象

町
内
在
住
の
産
後
3
カ
月
以

上
の
母
親
と
子
ど
も

●

会
　
場

は
あ
と
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●

内
　
容

呼
吸
と
姿
勢
を
基
本
と
し
た

骨
盤
周
り
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス

ル
を
鍛
え
る
運
動
で
す
。

○
育
児
講
座

5
月
2
日(

月)

〜

　
　
　
　
　
　

13
日(

金)

●

申
　
込

教
室･

講
座･

説
明
会
等

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
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加
藤)

☎
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‐
０
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5
月
3
日
か
ら
5
日
に
か
け
て
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●

定
　
員

10
組

●

講
　
師

小
豆
澤
か
お
り
氏

(

骨
盤
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク

　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー)

●

持
ち
物

タ
オ
ル
、
水
分

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

5
月
17
日(

火)

午
後
7
時
〜
8
時

●

日
　
時

●

会
　
場

な
び
あ
す

●

対
　
象

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

●

定
　
員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

●

費
　
用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

浅
妻)

☎
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‐
６
７
０
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問 ●

申
　
込

5
月
10
日(

火)

ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■申請方法
1． 申請書に必要事項を記入の上、JR美浜駅窓口にて切符の購入証明印を受けてください。
　  ※申請書は美浜駅または町まちづくり推進課で入手できます。
2．証明後20日以内に、申請書をJR美浜駅にご提出ください。
　  ※シニア利用者助成は、運転免許証または健康保険証の写しを添付してください。

　※お問い合わせ先　　　町まちづくり推進課(担当･後藤) 　 ☎32‐6701

町ホームページ

ＪＲ小浜線利用促進助成をご利用ください

助成事業名 対象者 助成額 限度額

回数乗車券購入助成

・町内に住所を有する者
　(回数券助成は町税滞納者を除く)

購入額の10分の1
1回の購入につき

1,000円/人

団体旅行助成
(8人以上で構成する団体が、同じ
行程をもとに鉄道を利用した普通
団体旅行)

団体割引後運賃の

5分の1

1人あたり

片道400円

学生団体等の助成
・町内の保育園児･小学生･中学生の

　団体(随行者含む)
小浜線区間の運賃全額 なし

シニア利用者等の助成
・町内に住所を有する満65歳以上

　で、町税等の滞納がない者
　(その他助成との併用不可)

乗車券の3分の1
1回の購入につき
1,000円/人

回数乗車券の3分の1
1回の購入につき
5,000円/人

　 　町では、JR小浜線の利用促進を図るため、回数乗車券をご購入いただいた
方や団体旅行を実施された方等に対し、費用助成を実施しています。

■助成内容
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↓かわらけ投げを行う戸嶋町長 (左 )

　4月 2日に、｢三方五湖開き ｣がレインボーライン
山頂公園と観光船レイククルーズ ( 水月湖上 ) で行わ
れました。
　神事には、美浜 ･若狭両町長が出席し、レインボー
ライン山頂公園では ｢かわらけ投げ ｣が、湖では ｢黄
金の鍵と花束の投湖 ｣が行われ、1年の賑わいと安全
を祈願しました。

今年も春がやってきた

三方五湖開き三方五湖開き

こども図書館まつり2022春
絵本の世界へようこそ

　3月26日から27日にかけて、こども図書館まつり2022
春がなびあすで開催されました。
　このイベントは、なびあす学びの森とのコラボ企画で、絵本
作家のいわいとしおさんと一緒に100かいだてのいえを作る
ワークショップや、ぐりとぐらのカステラ作りが行われました。
　カステラ作りの参加者は、読み聞かせを聞いた後、絵本に
登場するカステラを作り、絵本の世界を体感していました。

↓いわいとしおさん (左 ) と 100かいだてのいえを作る参加者たち

↓朗読をする五十嵐椋アナウンサー(左 )と太田実穂キャスター(右 )

　3月 19日に、春の朗読会がなびあすで開催されま
した。
　この朗読会には、約50人が来場し、NHK福井放送
局のアナウンサーとキャスターが ｢美浜のむかしばな
し ｣と ｢二十四の瞳 ｣を朗読しました。
　参加者は、アナウンサーたちが読む不朽の名作に耳
を傾けていました。

春の朗読会春の朗読会
不朽の名作と郷土の昔話

↓受賞の報告に訪れた粟谷正光 (雅号：大雲道人 )さん (前列中央 )

　4月5日に、世界公募展ル・サロンで9回連続入選を
果たした粟谷正光さんが町役場で受賞を報告しました。
　この公募展は、世界最古の公募展としてフランスで開
催されているもので、受賞作品は歴史的建造物グラン・
パレで行われる芸術祭に展示されています。
　粟谷正光さんは｢自分の納得する作品が評価されてう
れしい｣と話されていました。(関連第21頁 )

思いを託しただるま絵に世界が注目

ル・サロンで9回連続入選ル・サロンで9回連続入選

↓ 戸嶋町長と森本教育長に目録を贈呈する堀社長 ( 右 )

　3月30日に、福井エフエム放送 (株 )の堀謙社長が
町役場に来庁され、町内小学校の新1年生への防犯ブ
ザー贈呈が行われました。
　このブザーは、町内小学生が不審者から身を守ると
きに使うもので、平成15年から毎年いただいています。
　堀社長は、｢子どもたちの安全安心のため、この防犯
ブザーを役立ててもらいたい ｣と話されていました。

防犯ブザー贈呈防犯ブザー贈呈
町内の小学校新入学生へ

↓カステラを作る前に絵本の読み聞かせを聞く参加者たち

↓敦賀工業高校と対戦する美方高校

　4月 2日から 3日にかけて、第52回美浜・若狭両
町長杯争奪高校野球大会が美浜町民野球場で開催され
ました。
　本大会には、嶺南の高校5校が出場し、熱戦が繰り
広げられました。
　結果は、敦賀気比高校が美方高校との決勝戦を制し、
21度目の優勝を収めました。

美浜・若狭両町長杯争奪美浜・若狭両町長杯争奪
　　　　　　　高校野球大会　　　　　　　高校野球大会

↓ 認定書を受け取った吉田竜二さん (左から 2番目 )、
　軍場隼人さん (中央 )、鳥羽宏昇さん (右から 2番目 )

　4月8日に、青年等就農計画認定書の交付式が町役場
で行われました。
　同計画は、農業を営もうとする者が、就農開始5年目の
農業所得250万円を目標として作成しているもので、計
画の認定により町からさまざまな支援を受けられます。
　認定を受けた軍場隼人さんは ｢関係機関と連携を図り、
農業に取り組みたい｣と話されていました。

青年等就農計画認定書交付式青年等就農計画認定書交付式
新規就農者3名を認定
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放 送 局

こやす か

健康 ･福祉 ･子育てに関する健康 ･福祉 ･子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

発達障がいについて理解と支援を広げましょう

※お問い合わせ先　町子ども･子育てサポートセンター(担当･加藤)　☎32‐0192

※お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･真田) 　☎32‐6704

※お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･中西)　☎32-6704

あなたの
　　　疲れていませんか？

子ども・子育てサポートセンターを
ご利用ください

　｢発達障がい｣について、みなさんはどのくらいご存じでしょうか。発達障がいは、お

子さんだけではなく大人にもあり、特性等はさまざまですが、正しい知識を身につける

ことで、誤解を防ぎ、接し方や支援の方法等もわかってきます。

　子ども・子育てサポートセンターには、室内の
すこやかひろばや中庭があります。小さなお子さ
ん向けの遊具やおもちゃがあり、安心して遊ぶこ
とができます。また、保健師や保育士等の資格を
持つ職員がいますので、何か困ったときには相談
できる場となっています。
　毎日10時45分頃からは｢にこにこタイム｣とい
う時間を設け、お家の方とお子さんが笑顔で楽し
く過ごせる遊びの時間を提供しています。親子で
できる手遊びや体操、季節に合わせた簡単な製作

　きもち、からだ、考え方の変化に当てはまることはありましたか。

　このような状態は、人によっては数週間続くことがありますが、強いまた

は慢性的なストレスを受けた時に｢多くの方に起こりうる、正常な反応｣です。

　このような反応は、自然に回復していくことがほとんどですが、誰かに話

したり、相談をしたりすることで不安な気持ちが和らぐこともあります。

◎まずは自分のこころの健康状態を知ろう

◎｢発達障がい｣とは？
　発達障がいは、脳機能の発達のバランスが異
なることによって、得意なことと不得意なこと
の差が大きいことが特性です。それにより、コ
ミュニケーションや対人関係、集団生活、社会
生活等に支障をきたすことがあります。
　また、低年齢のときから症状が現れやすい傾
向がありますが、大人になってから発見される
こともあります。
　主に右記のようなタイプがあります。

自閉症スペクトラム(ASD)
　自閉症やアスペルガー症候群等、コミュニケーションの障

がいや対人関係、社会性の障がい、興味や行動の偏りやこだわ

り等が特性として見られる発達障がいの総称です。

注意欠如・多動症(ADHD)
　うっかりしやすい、集中できない、じっとしていられない、考え

ないで行動してしまうといった特性があります。多動等の特性は

学童期に多く、思春期以降は目立たなくなる傾向もあります。

限局性学習症(SLD)
　読む、書く、聞く、話す、計算する、推測するといった特定の能

力が、ほかの能力に比べて極端に低い傾向がありますが、知的

発達に遅れはありません。◎児童の発達に関する総合支援
　町では、美浜町福祉支援センターあいぱるを
活用した総合支援を行っています。あいぱるに
は、児童発達支援管理責任者や保育士、作業療
法士、言語聴覚士の資格を持つスタッフが在籍
しています。支援の詳細や利用方法等は、子ど
も・子育てサポートセンターや町健康福祉課、
あいぱるまでお問い合わせください。

▶美浜町福祉支援センターあいぱる
　住所：美浜町河原市6-6-1
　電話：32-2616

をしたり、天気の良い日には散歩に出かけたりも
しています。
　子ども・子育てサポートセンターに遊びにくる
ことで、お子さんを通してママ・パパ友ができ
たり、先輩ママ・パパから子育てのアドバイスが
もらえたりと、子育てがもっと楽しくなります。
　子育てに関する情報は、毎月発行している｢み
はま子育てわくわくカレンダー｣や美浜町ホーム
ページ、SNS(Facebook、Instagram)で発信して
おりますので、ぜひご覧ください。

◎みはま子育てわくわくカレンダー
みはま子育てわくわくカレンダーは、下記の場所に設置しています。
・はあとぴあ
・東部診療所
・丹生診療所
・なびあす

・図書館
・町内各保育園
・文化会館
・町内各公民館

・ゲンキー美浜店
・㈱フード美浜
　(旧Aコープ美浜店)
・総合体育館

・町健康福祉課
・町子ども・子育てサポートセンター

こころ 
・・・

◆ ｢きもち ｣の変化

□不安、緊張が強い

□イライラ、怒りっぽい

□涙もろくなる

□投げやりになる

□誰とも話す気にならない

◆ ｢からだ ｣の変化

□疲れやすい

□眠れない

□悪夢をみる

□食欲不振、過食

□めまい、頭痛、肩こり

◆ ｢考え方 ｣の変化

□考えがまとまらない

□同じことばかり考える

□記憶力が低下する

□皮肉を言いたくなる

□悲観的な考えになる

◎ 1人で悩まずに相談しましょう
　1人で考えたり悩んだりするよりも、誰かに相談することで

問題解決につながることがあります。

　家族や友人、相談機関等へ気軽に相談しましょう。

場　所 電話番号 実施日

福井県総合福祉相談所
ホッとサポートふくい

0776‐26‐4400
月曜日～金曜日

午前9時～午後5時

二州健康福祉センター
※各地の健康福祉センターで相談できます。

0770‐22‐3747
月曜日～金曜日

午前9時～午後5時

鯖 江こころの電話
(民間ボランティア団体 )

0778‐51‐0783
火曜日・日曜日・祝日以外毎日
午後1時 30分～ 4時 30分

※その他、町健康福祉課でも保健師等が随時相談に応じています。

～令和4年度 健診受診希望調査票の提出をお願いします～
令和4年度健診受診希望調査票は、2月末に対象者へ郵送しております。

【調査対象者】 ・20歳～ 39歳の男性 (国民健康保険の被保険者に限る )

・20歳以上の女性　　・40歳以上の男性

上記の調査対象者に該当する方は美浜町の健診を受診しない場合も、
受診しない理由をご記入の上、全員ご提出ください。

【提出方法】 調査票に必要事項を記入の上、同封の返信用封筒に入れてご返信ください。

(記入方法が分からない場合は、お気軽にお問い合わせください )
※調査票の提出期限がすでに過ぎています。調査対象者で未提出の方は、速やかに提出してください。
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新
緑
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野
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し
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し
た
。
行
楽

日
和
の
日
が
増
え
、
国
吉
城
址(

城
山)

に

も
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

国
吉
城
址
の
歴
史
や
遺
構
を
楽
し
む
一

団
も
い
れ
ば
、
本
丸
か
ら
の
風
景
を
楽
し

む
人
々
、
さ
ら
に
は
城
山
を
彩
る
自
然
を

楽
し
む
方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。
国
吉
城
址

は
、
海
山
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
至

る
と
こ
ろ
に
貴
重
な
植
物
が
生
息
し
て
い

ま
す
。

　

春
、
国
吉
城
下
の
佐
柿
は
桜
の
花
で
彩

ら
れ
ま
す
。
例
年
3
月
末
か
ら
4
月
上
旬

に
見
頃
を
迎
え
ま
す
。
特
に
、
佐
柿
の
桜

並
木
は
大
変
美
し
く
、
桜
並
木
と
背
後
に

そ
び
え
る
城
山
の
風
景
は
格
別
で
す
。

　

そ
し
て
、
若
葉
が
芽
吹
く
頃
、
城
主
居

館
跡
一
帯
で
は
シ
ャ
ガ
の
花
が
開
花
し
ま

す
。
例
年
4
月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
見
頃
で
す
。

　

シ
ャ
ガ
は
、
ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
多

年
草
で
、
森
林
の
木
陰
等
の
日
陰
で
や
や

水
分
を
含
む
低
湿
地
帯
に
群
生
し
ま
す
。

背
丈
は
約
50
㎝
ま
で
伸
び
、
花
は
薄
紫
色

で
ア
ヤ
メ
の
花
に
似
て
い
ま
す
。
ま
た
、

花
は
1
本
の
茎
か
ら
複
数
開
き
ま
す
。

　

国
吉
城
址
の
シ
ャ
ガ
は
、
居
館
跡
一
帯

は
も
と
よ
り
資
料
館
周
辺
等
に
広
く
見
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
広
範
囲
に
自
然
群
生

し
て
い
る
例
は
ま
れ
で
す
が
、
近
年
は
環

境
の
変
化
等
で
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
佐
柿
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
に

よ
る
保
護
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
郷
土

の
宝
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
に
な
る
と
、
居
館
跡
の
麓
は
半は
ん
げ
し
ょ
う

夏
生

に
覆
わ
れ
ま
す
。
半
夏
生
は
、
水
辺
や
湿

地
に
生
息
す
る
ド
ク
ダ
ミ
科
の
多
年
草

で
、
背
丈
は
約
50
㎝
か
ら
1
ｍ
ま
で
伸
び

ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
葉
が
半
分
白
く

な
る
こ
と
か
ら｢

半
化
粧｣

と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
由
来
が
あ
り
ま
す
。

　

葉
が
白
く
な
る
の
は
、
花
が
咲
く
6
月

末
か
ら
7
月
初
旬
で
、
白
色
の
花
の
す
ぐ

下
の
葉
が
半
分
白
く
な
り
ま
す
。
昔
は
各

地
に
繁
殖
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
で
減

少
し
つ
つ
あ
り
、
福
井
県
で
も
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
秋
に
は
イ
チ
ョ
ウ
や
モ
ミ
ジ

が
紅
葉
し
、
城
山
や
資
料
館
庭
園
を
色

鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

城
山
と
そ
の
周
辺
で
は
季
節
の
自
然
を

満
喫
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
風
景
そ
の
も
の
を
持
ち
帰

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国

吉
城
址
の
自
然
を
手
元
で
も
楽
し
め
る

よ
う
、
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は

現
在
人
気
の｢

御
城
朱
印｣

に
季
節
の
草

花
を
あ
し
ら
っ
た
期
間
限
定
版
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
桜
版
や
シ
ャ
ガ
版
、
半

夏
生
版
等
は
い
ず
れ
も
大
変
好
評
で
、

今
年
も
季
節
に
応
じ
た
御
城
朱
印
を
販

売
す
る
予
定
で
す
。

　

国
吉
城
址
と
佐
柿
は
、
歴
史
だ
け
で

な
く
自
然
に
も
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が

で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
ぜ
ひ
四
季

折
々
の
風
景
を
楽
し
み
に
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

（
若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
）↑国吉城御城朱印 (シャガ版 )

3/1～3/31受付分
(敬称略)慶弔慶弔

⑪

①

③

④⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨

⑩

★

★

②

★

★

●応募方法
　キーワードをといて、しりとりをしな
がら右回りにことばを入れてください。
★の中の文字を並べ替えると、美浜町の
地区か場所かイベント名ができます。

　締切りは、5月10日(火)(消印有効)です。
正解者の中から抽選で5人の方に記念品をお
送りします。
●4月号の答え　麻生
●応募者総数は22人で全員正解でした。
当選の発表は、記念品の発送をもってかえさ
せていただきます。

●キーワード
① 越前ガニの品種。
② 同じ場所で、同じ作物を1年に2回
　 栽培すること。
③ 生後100日前後の赤ちゃんの食事
　 を祝う儀式。
④ 太陽系に属し、太陽を海王星より
　 も外側で周回する天体。
⑤ そこから先に行けないこと。
⑥ 入り組んだ海岸。〇〇〇式海岸
⑦ 原子番号1の元素。
⑧ 船の舵を操作して、一定の方向に
　 進ませる人。
⑨ 婚約の儀式。
⑩ 南米、ボリビアの南西部にある。  
    別称｢天空の鏡｣。

　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大
歓迎！）を書いて、「広報みはまハ－トフル
クイズ」係（〒919‐1192美浜町郷市
25-25）まで送ってください。
　メールで応募される方は、次のアドレスに
送信してください。

【メールアドレス】
kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

まちびと まちびと 

氏　名 住 所 年齢 届出人

福 島 照 子 河原市 86 福 島 昭 彦

山 口 絹 枝 竹 波 76 山 口 松 夫

馬　野　よね子 佐 野 90 馬 野 浩 一

山 路 佑 一 太 田 41 山 路 優 子

上　村　ナヲ子 麻 生 97 上　村　志津江

髙　木　与里道 新 庄 79 髙　木　キヨ子

田　邊　キサヱ 栄 98 田 邊 愛 子

三 好 　 茂 郷 市 72 三 好 　 正

今 川 政 夫 早 瀬 88 今 安 一 巳

橋 詰 弘 志 山 上 54 橋　詰　希恵子

梅　津　シゲ子 菅 浜 92 梅　津　喜代治

武　田　三智子 久々子 85 武　田　佐代子

丸　杉　千江子 栄 83 丸 杉 勝 則

井 上 信 二 佐 田 80 井 上 裕 喜

◎おくやみ

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

丸　山　千
ち さ と

彩都 女 夢都・華歩 佐 田

早 川 真
ま か な

叶 女 裕規・歩惟 木 野

石　丸　旺
おうしろう

志郎 男 陽一朗・尚美　 山 上 国吉城址の自然と
｢御城朱印 ｣

川
﨑
　
和
美
（
久
々
子
）

岸
本
　
和
子
（
松
　
原
）

高
木
　
勝
美
（
新
　
庄
）

田
波
　
耕
　
（
竹
　
波
）

成
田
　
和
夫
（
中
　
寺
）

松
下
　
幸
子
（
久
々
子
）

三
宅
　
宏
　
（
大
　
藪
）

山
本
　
善
昭
（
竹
　
波
）

短
　
歌

か
を
り
歌
会
美
浜
支
部

夫
も
子
も
孫
も
ひ
た
す
ら
降
り
積
も
る

　
　
　
　
雪
掻
き
く
れ
ぬ
日
曜
の
朝

立
春
を
過
ぎ
し
と
い
ふ
に
大
雪
の

　
　
　
　
警
報
連
日
発
令
さ
る
る

悲
願
成
る
大
地
の
空
へ
金
背
負
ひ

　
　
　
　
飛
び
立
つ
雄
姿
日
本
の
誇
り

砂
峠
地
蔵
椿
や
雪
に
咲
く

　
　
　
　
道
行
く
人
の
情
も
積
も
り
ぬ

外
は
雪
炬
燵
に
入
り
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
何
よ
り
楽
し

白
山
の
稜
線
は
る
か
白
く
見
ゆ

　
　
　
　
病
院
帰
り
の
電
車
の
窓
に

こ
の
と
こ
ろ
狐
日
和
の
つ
づ
き
居
て

　
　
　
　
妻
は
干
し
物
出
し
た
り
入
れ
た
り

ほ
ど
ほ
ど
の
雪
で
こ
の
冬
終
わ
り
か
と

　
　
　
　
思
へ
ば
立
春
の
雪
に
仰
天

フランスの世界公募展｢ル・
サロン｣で9回連続受賞を果た
した

＊9回連続で受賞した今の気持ちを教えてください。
　第1席を目指すのではなく、自分が納得できる作品を描き

続けた結果だと思っています。

粟谷 正
ま さ み つ

光　さん (佐柿)

＊今後、どのような活動をしていきたいですか。
　これからも引き続き、自分が納得できる作品を描き続け

たいと思いますし、一人でも多くの人に私の作品を見てい

ただき、評価していただければと思います。

(関連第17頁)

　（ 1歳1ヶ月 )ちゃん

　歌やダンスが大好きで、いつもにこ

にこまねっこしてるんだ♪ とっても上

手なんだよ☆でも、1番好きなのは、食

べること♡白いご飯がだ～いすき♡

　早く大きくなって、仲良しのお兄ちゃ

んやお友達と一緒に公園で、いーっぱ

い遊びたいなぁ♡

夢
ゆ め は

羽

大島 渉さん ･ 舞羽さん(山上)
  の長女

雅号 大雲道人
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、4月 15日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

5 月の納税 [納期限 5/31（火）] ※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 [1期 ]･軽自動車税 (種別割 )[ 全期 ]

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和4年  5 月

15（日）

16（月）

14（土）
13（金）

12（木）

11（水）

10（火）

9（月）

8（日）

7（土）
6（金）

5（木）

4（水）
3（火）

1（日）

2（月）

27（金）
26（木）
25（水）
24（火）
23（月）

21（土）

22（日）

20（金）
19（木）
18（水）

17（火）

28（土)

29（日）
30（月）
31（火）

　

あ
っ
と
い
う
間
に
桜
が
散
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
ね
。皆
さ
ん
は
、お
花
見
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、私
も
広
報
担
当
2
年
目

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年
度
も
取
材
等
の

ご
協
力
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、美
浜
町
で
暮
ら
す
方
や
移
住

者
へ
の
支
援
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。昨
年
度
か

ら
大
き
く
拡
充
さ
れ
た
事
業
も
あ
り
、よ
り
多

く
の
方
が
補
助
金
や
支
援
金
の
対
象
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
で
、居
住
地
を
探
し
て
い
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、こ
の
支
援
策
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
、美
浜
町
へ
の
移
住
を
お
す
す
め
し
て
い
た

だ
け
る
と
光
栄
で
す
。（
宥
）

▽
表
紙
の
写
真

佐
柿
区
の
国
吉
城
址
付
近
で
撮
影
し
た
桜

の
様
子
で
す
。

　

春
の
陽
気
と
と
も
に
満
開
と
な
っ
た
桜
は
、

国
吉
城
址
に
訪
れ
た
人
を
歓
迎
す
る
か
の
よ

う
に
咲
き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

令和4年4月1日現在 ※(　)は前月比

人口総数
    9,071人（－ 27）

世帯数
  　   3,652世帯 (+  4)

人口の動き

  応援人口
           205人 (＋  4)

  8:00～ハートフル朝市
　　　　　　　　(久々子水神公園広場)

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:45～第34回美浜･五木ひろしふるさとマラソン
　　　　　　　　　　　　　　　　(丹生特設会場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　　　大腸がん健診・肝炎検査](はあとぴあ)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸・
　　　　子宮・乳がん健診・肝炎検査] (はあとぴあ)
狂犬病予防注射※11頁参照

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

10:00～結婚相談(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:00～町民野球大会(総合運動公園野球場)

  8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　大腸がん健診・肝炎検査](北西郷公民館)
13:00～総合健診[大腸・子宮・乳がん健診]
　　　　　　　　　　　　　　　 (北西郷公民館)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(佐田公民館)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:30～町民ゲートボール大会(西郷健康ひろば)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:15～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

  8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　　大腸がん健診・肝炎検査](はあとぴあ)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸・
　　　　子宮・乳がん健診・肝炎検査・歯科健診] 
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)   

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

自然動態 
   出生    8人 
   死亡  18人 男 4,461人 (－   8)

女 4,610人 (－ 19)

－  10

－  17社会動態 
   転入  46人 
   転出  63人 

連
休
中
の
ご
み
収
集･

受
け
入
れ
は

12
頁
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

№616№616
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